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(57)【要約】
　感熱式プリンタで印刷可能なリストバンド／ラベル一
体フォーム（２００）は、上部のほぼ全体を占めるリス
トバンド（２０４）を含む上部と、複数の代替形態のう
ちの１つの形態のラベル（２２０）を含む下部とを有す
る。ラベルの形態は、複数の別個に形成されたラベル（
２２０）、下部のほぼ全体を占める複数のラベル（２２
０）、ラベル部を画定するダイカット（２２２）であっ
て、ダイカットの上縁および下縁に沿って離間された切
り目の組を有し、その切り目の組の間で使用者はさまざ
まな長さを含む所望の長さのラベルを引きちぎることが
できるダイカットを含む。フォーム（２００）は、多数
作成され、全幅が公称２インチのファンフォールドスト
リップ状に互いにつながれて、公称２インチのスロート
を有する比較的旧式の感熱式プリンタで印刷可能になる
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリンタで印刷可能な複数のリストバンド／ラベル組立体のストリップであって、前記
リストバンド／ラベル組立体がその両端部で隣接のリストバンド／ラベル組立体につなが
れて、隣接の組立体を切り離すための弱化線を有するストリップを形成し、前記リストバ
ンド／ラベル組立体の各々が、全長が組立体の全長に伸びてリストバンド領域のほぼ全体
を構成するリストバンドを備えるリストバンド領域と、ラベル領域が組立体のほぼ全長に
伸びるラベル領域との２つの領域を備え、前記２つの領域を切り離すための弱化線がそれ
によって互いから切り離しやすくする、リストバンド／ラベル組立体のストリップ。
【請求項２】
　ラベル領域の少なくとも一部が、前記ラベル領域から１つ以上のラベルを切り離しやす
くするための弱化点を有する、請求項１に記載のストリップ。
【請求項３】
　前記弱化点の少なくともいくつかが、ラベル領域の上縁から下縁に伸びる複数のダイカ
ットを有する、請求項２に記載のストリップ。
【請求項４】
　前記弱化点の少なくともいくつかが、一体化された組立体から別個に切り離すために、
別個に形成された複数のラベルを画定するダイカットを有する、請求項２に記載のストリ
ップ。
【請求項５】
　前記弱化点の少なくともいくつかが、一体化されているラベル領域の上縁および下縁に
沿って位置決めされたほぼ整列した切り目の組を含み、使用者がラベルのサイズにするた
めに切り目の組の間のラベル領域を引きちぎりやすいようにすることができる、請求項２
に記載のストリップ。
【請求項６】
　前記切り目の組の少なくともいくつかが、ラベル領域に沿って不規則に離間され、それ
によって不規則なサイズのラベルを形成しやすくする、請求項５に記載のストリップ。
【請求項７】
　リストバンドがリストバンド領域のほぼ全体を含み、ラベル領域がラベル領域のほぼ全
体を含み、それにより廃棄物を減らすことができる、請求項２に記載のストリップ。
【請求項８】
　ラベル領域がラベル領域の全体を含む、請求項７に記載のストリップ。
【請求項９】
　前記リストバンド領域および前記ラベル領域の各々が、感熱式印刷に適した材料で構成
され、前記組立体の各々の幅が、感熱式プリンタの一般的な開口部に適合するサイズであ
る、請求項２に記載のストリップ。
【請求項１０】
　前記ストリップの幅が、公称２インチである、請求項９に記載のストリップ。
【請求項１１】
　リストバンド領域およびラベル領域の各々が、ストリップ幅全体のうちほぼ１インチを
占める、請求項１０に記載のストリップ。
【請求項１２】
　前記組立体の少なくともいくつかのリストバンド領域が、組立体の全長に伸び、装着者
の手首にリストバンドを固定するための接着剤塗布端部を含む、請求項１に記載のストリ
ップ。
【請求項１３】
　フォームが２層からなる、請求項１に記載のストリップ。
【請求項１４】
　複数の感熱式プリンタで印刷可能なリストバンド／ラベルビジネスフォームのファンフ
ォールド連続ストリップであって、前記リストバンド／ラベルフォームが略矩形形状で、
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それらの狭い端部で隣接フォームにつながれて、隣接リストバンド／ラベルフォームを切
り離すためのダイカットを有するストリップを形成し、前記リストバンド／ラベルフォー
ムの各々が、全長がフォームのほぼ全長に伸びリストバンド領域のほぼ全体を占めるリス
トバンドを含むリストバンド領域と、フォームのほぼ全長に伸びるラベル部を含むラベル
領域との２つの長手方向領域を含み、前記領域の各々が、ほぼ同じ公称１インチ幅で、前
記領域を切り離すためのダイカットを有し、それにより互いを切り離し、フォームから切
り離しやすくする、リストバンド／ラベルの連続ストリップ。
【請求項１５】
　リストバンドが、リストバンド領域の全体を含む、請求項１４に記載のストリップ。
【請求項１６】
　ラベル部が、その上縁および下縁に沿って離間された複数の切り目の組を有し、前記切
り目がそれらの間の前記ラベル部を引きちぎりやすくして所望のサイズのラベルを作成す
ることができる、請求項１５に記載のストリップ。
【請求項１７】
　前記切り目が、ラベル部の上縁および下縁に沿ってほぼ均一に離間され、互いに整列し
ている、請求項１６に記載のストリップ。
【請求項１８】
　ラベル部がラベル領域の全体を含む、その結果ラベルがラベル領域の全体を占める、請
求項１５に記載のストリップ。
【請求項１９】
　前記ビジネスフォームの各々が２層からなる、請求項１４に記載のストリップ。
【請求項２０】
　前記層のうち少なくとも１層が熱画像を受像するのに適しており、さらに前記少なくと
も１層を覆う保護膜を含む、請求項１９に記載のストリップ。
【請求項２１】
　前記保護膜が被膜を含む、請求項２０に記載のストリップ。
【請求項２２】
　前記保護膜が、ポリエステルまたはポリプロピレンのいずれかの層を含む、請求項２０
に記載のストリップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　リストバンド／ラベル一体フォームは、ビジネスフォームや医療分野では知られており
、本明細書の発明者の革新的な取り組みおよび本発明の譲受人である企業によって、その
商品化に大成功した。商業的に大成功した本発明のリストバンド／ラベルフォームの例は
、数例の代表的な米国特許に記載されている。これらの米国特許はすでに交付されている
が、複数の特許出願は審査中である。例えば、交付されている米国特許第７，０１７，２
９３号明細書、第７，０１７，２９４号明細書、７，０４７，６８２号明細書、７，２２
２，４４８号明細書、７，３２５，３４７号明細書を参照されたい。
【背景技術】
【０００２】
　これらのリストバンド／ラベルの多くは、さまざまな寸法のフォームを印刷するほぼユ
ニバーサルな機能を有するレーザプリンタによる印刷用に設計されているが、上述の組の
発明の設計は、特に、感熱式プリンタによる印刷用に特定されている。これらの発明の設
計のいくつかは、さまざまなサイズのフォームを印刷するより限られた機能を有する感熱
式プリンタでの使用にも適したものである。１つのそのような例は図１に示されている。
図１は、複数のリストバンド／ラベル組立体またはフォーム１０２のファンフォールドの
連続ストリップ１００を示しており、このフォームは、印刷された後に連続ストリップ１
００から各々の組立体を容易に切り取ることができるように、弱化線１０４で区切られて
いる。リストバンド１０６は、それ自体がセルフラミネートの設計であり、中央の受像領
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域１０８は上面層にダイカットされ、ラミネート部１１０はラミネートの裏当て層にダイ
カットされた１組のオフセットストラップ１１２を有する。患者の識別情報と共に印刷さ
れ、組立体１０２からリストバンド１０６が切り離された後、ラミネート部１１０が受像
部１０８の上に重ねられ、ストラップ１１２の一端部または両端部の接着部１１４で、セ
ルフラミネートリスト型バンド１０６が装着者の手首に固定される。リストバンド延長部
１１６は、同様にリストバンド部内に形成され、太い手首の患者に合わせていずれかのス
トラップ１１２を延長するのに使用され得る。組立体の下部には、別々に取り外して使用
するためにラベル部１２０にダイカットされた複数の自己接着性ラベル１１８がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　感熱式プリンタでの使用に適したようなこのリストバンド／ラベルの一体設計は、商業
的には大きく成功したが、その設計が約４インチの幅であるために、その有用性は、その
幅を受け入れられるほどの大きな「スロート」を有する感熱式プリンタのみに限定されて
しまった。新しい患者を受け入れるには、実質的に常に患者用のリストバンドだけでなく
、チャート、検査ボトル、器具などのためのラベルも必要になるため、リストバンド／ラ
ベルの一体フォームは医療用途に最も適しているという考えが、当業界では広く受け入れ
られている。一体フォームは、リストバンドとラベルとの両方を含み、エラーが生じる可
能性を最小限に抑えるために１つのプリンタで同時に印刷されて、印刷段階で入院患者に
渡され得る。したがって、医療市場では、感熱式プリンタ用の一体フォーム、または、い
わゆる、「一体フォーム」が長年必要とされてきた。新式の感熱式プリンタの設計の多く
は、上述の設計と同じくらい大きなフォームに対応して印刷することが可能であるが、旧
式の感熱式プリンタの実質的な設置ベースは２インチのスロートであり、そのためにこの
リストバンド／ラベル一体フォームに対応して使用することができない。さらに、看護師
がベッドのそばに移動して、カート上でモバイルコンピュータやプリンタを使用しながら
患者にバンドを付ける時に、カートに容易に設置することができ、病室間で移動させやす
い軽量で小さなスロートの感熱式プリンタに対する大きな需要がある。したがって、発明
者たちの先行技術の設計は、この長らく未解決であった要求を部分的に満たすものあり、
商業的に大きく成功したが、小型の感熱式プリンタの所有者の要求を完全に満たすもので
はない。
【０００４】
　また、既存の設置ベースで考慮すべき別の要素は、リストバンドの費用の問題である。
多くの使用者にとっては、自分の旧式の感熱式プリンタはとても順調に作動しているので
、新式の感熱式プリンタに買い替えるのにお金を使いたくない、ましてレーザプリンタは
なおさらである。このような使用者にとってはコストが問題であるので、たとえ図１で説
明され図示されたフォームが２インチの形式であってもそれに対応するには抵抗がある。
それは、その構造が単純な非ラミネートのリストバンドよりも複雑で、より多くの費用が
かかるからである。信頼度が高く、リストバンド交換の必要も少なく、また十分に考慮し
た場合の他の要素から見て、より複雑なフォームのコストは非常に正当なコストであるこ
とが明らかであっても、多くの使用者はどうしても初期費用にこだわってしまうので、リ
ストバンドの費用だけを基本にしてどのリストバンドを購入するかを決めることはできな
い。
【０００５】
　上述の理由から、２インチのスロートを有する感熱式プリンタの重要な設置ベースを通
して印刷可能なリストバンド／ラベルの「一体の」組立体／フォームが長年にわたって必
要とされてきた。このリストバンド／ラベルフォームの必要性は、より小型の感熱式プリ
ンタによる新しい設置方法がこのリストバンド／ラベルフォームを一層必要とするような
新しい用途を示す時には、設置ベースの必要性だけにとどまらない。このリストバンド／
ラベルフォームが必要であるさらに別の態様は、比較的単純な設計のリストバンドとラベ
ルとを有する、コストの安い一体フォームであるということである。さらに、コストに影
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響を与えると考えられるリストバンド／ラベルフォームが必要である別の態様は、一体フ
ォームを使用する際の「廃棄物」または使い残しで未使用の材料を減らすことである。そ
れぞれのリストバンドまたはラベルで使用される材料の量がコストに直接影響するので、
廃棄物を減らすことはフォームのコストを大きく下げることになる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　少なくとも一部上述したように、感熱式プリンタの所有者の未解決の要求に対する追加
の解決策として、本発明者は、本明細書において、２インチ幅の一体フォームを設計およ
び開発することに成功した。この一体フォームは、非ラミネートで、かつコストを低減す
るために比較的単純な構造の設計のリストバンドと、代替形態のあるラベル領域とを備え
、その１つの形態は使用者が要求に合ったさまざまな長さや形状のラベルを切り取ること
ができる弱化点を有する。リストバンドは、一体フォームのリストバンド領域全体を占め
、その一端部は接着部を露出させて装着者の手首にリストバンドを固定するための引き剥
がしつまみ部を有するように構成されるのが好ましく、それによって廃棄物を減らすこと
ができる。ラベル領域については、代替形態のラベル領域が考案されている。第１の実施
形態は、別個に切り離し可能な自己接着性ラベルを画定するダイカットを有する２層領域
を備え、第２の実施形態は、別個に切り離し可能な自己接着性ラベルを画定するダイカッ
トを有する２層構造を備え、ラベルは廃棄物を減らすために上層全体を占め、第３の実施
形態は、ラベル領域を画定するダイカットを有する２層構造を備え、ラベル領域は、使用
者が必要に応じたラベルの形状やサイズにするために所望の位置でラベル領域を都合良く
切り取れるように、ラベル領域の上縁および下縁に沿って離間したＶ字型の「切り目」の
組を有する。複数のこれらのフォームはファンフォールドストリップで提供されるのが好
ましいが、ロールとしてまたは別個のフォームとして提供されてもよい。
【０００７】
　本発明の主要な利点および特徴を簡潔に上述したが、本発明の好適な実施形態は、図面
および後述する詳細な説明を参照すれば、さらによく理解されることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】上面層とラミネート底層とを備える全２層構造において、ダイカットにより画定
されたセルフラミネート型リストバンドおよび延長部を有する上部と、別個に切り離し可
能な自己接着性ラベルを画成するダイカットを有する下部とを有する複数の４インチ幅の
感熱式一体フォームのファンフォールドストリップから切り取られた１つの一体フォーム
を示す平面図である。
【図２】装着者の手首に固定するために接着部を露出させる引き剥がしつまみ端部を有す
るリストバンドを含む上部領域と、ダイカットにより画定される複数の自己接着性ラベル
を有する下部ラベル領域とを備える複数の２インチ幅の２層の感熱式一体フォームのファ
ンフォールドストリップから切り取られた１つの一体フォームを示す平面図である。
【図３】装着者の手首に固定するために接着部を露出させる引き剥がしつまみ端部を有す
るリストバンドを含む上部領域と、ダイカットにより画定される下部ラベル領域とを備え
、下部ラベル領域は、異なる長さのラベルを切り取るためにラベル領域の上縁および下縁
に沿って離間した複数の「切り目」の組を有する複数の２インチ幅の２層の感熱式一体フ
ォームのファンフォールドストリップから切り取られた１つの一体フォームを示す平面図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　セルフラミネート型リストバンドを有する４インチの感熱式一体フォームについて上述
したが、この一体フォームは交付済みの複数の特許および他の係属中の特許と共に特許権
保護の対象である優れた価値のある発明であり、上記特許の全てはその譲受人に譲渡され
ている。このフォームは、商業的に大成功し、先行技術を大きく改善するものとなった。
【００１０】
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　本発明は、次の複数の図に示される好適な実施形態で例示される。図２は、１枚の２イ
ンチの感熱式一体フォーム／組立体２００を示すが、これらのフォーム／組立体は、好ま
しくは、その端と端とがその狭い端部でつながって、感熱式プリンタのスロートに供給し
やすいようにファンフォールドストリップで提供されることは理解されたい。簡略化のた
めに、１枚のフォームが示されているが、一般には、複数のフォームが隣接フォームを切
り離すための弱化線２０２でつながっている。弱化線２０２は、感熱式プリンタで印刷さ
れた後に隣接フォームを切り離しやすくするものであるが、印刷前、印刷中、印刷後にフ
ァンフォールドストリップで互いにフォームを保持できるほど十分な強さのミシン目、ダ
イカットまたは他の同様のタイプの構造の線とすることができる。本明細書で使用される
時、ダイカット、ミシン目、弱化線の用語は、当業者に適切であると思われるような任意
の他の用語を含むものとする。
【００１１】
　上述したように、図２に示されている感熱式一体フォームは、好ましくは２層または３
層構造のリストバンド２０４を含み、前記層２０６の１層は、従来の方法で印刷する感熱
式プリンタによるインプリントを受像し、保持するのに適している。各層が構成され得る
材料の例として、熱画像層のためのポリプロピレンおよび裏当て層のためのポリエステル
が挙げられる。当該技術分野で知られているように、感熱印刷層は、ラッカー被膜などの
保護被膜で被覆されて、印刷面が液体、流体、ＵＶなどの外部環境に曝されることで「損
なわれる」ことから保護し得る。感熱印刷面を保護するさらに別の技術は、同様の理由か
ら、例えば、０．５ｍｉｌまたはそれより薄いサイズのポリエステルまたはポリプロピレ
ンの層を備えることである。保護被膜または保護層は、選択として被覆されてもされなく
てもよいので、本開示の目的上、本発明の中核でないオプションと見なされる。２層のう
ちの１層は、装着者の手首にリストバンド２０４を固定するために、リストバンドの端部
に接着部２１２の層を露出するための引き剥がしつまみ部２１０を画定するダイカット２
０８を有する。つまみ部２１０の下の層にある別の一連のダイカット２１４は、つまみ部
２１０の一連の引き剥がし部を形成し、他端部に固定され接着された後に、接着シールが
はがれた場合にこれらの引き剥がし部が離れるようになっている。これは、リストバンド
が装着者から取り外されたり、付け直された時に示すセキュリティシールとなり、リスト
バンドの装着者がリストバンドを取り違えないための手助けとなり、したがって、例えば
、一旦装着されると、確実に装着者は自分の正確なリストバンドを装着することになる。
【００１２】
　図２で示されているように、リストバンド２０４は、フォーム２００の上部領域の全体
を含む。このことは廃棄物を減らし、コストの低減につながる。また、その設計により、
割り当てられた１インチ幅を十分に活用することができ、そのことで、患者情報などの印
刷に割り当てられるスペースを最大限に活用することができる。好適な実施形態では、リ
ストバンド２０４はフォームの幅の１／２、または公称（ｎｏｍｉｎａｌ）１インチを占
め、以下で説明するような他の領域は残りの公称１インチを占める。しかしながら、これ
は、ある程度設計上の選択の問題であり、本発明はどのような形であれ限定的に考えられ
るべきではない。
【００１３】
　フォーム２００の長さに沿った長手方向のダイカット２１６は、上部またはリストバン
ド２０４を下部またはラベル領域２１８から切り離す。図２では、ラベル領域２１８は、
複数のダイカット２２２によって形成される複数の自己接着性ラベル２２０を有する。ラ
ベル２２０はラベル領域２１８の全体を占めており、このために廃棄物を減らすことがで
きる。あるいは、一連のダイカット（図示せず）が、当業者には明らかなように、ラベル
領域２１８の全体寸法によってのみ制限される任意の選択設計の一連の分割ラベルを画定
するのに使用される場合もある。上述したように、用語「ダイカット」は、一般にはミシ
ン目などのこのような種類のフォームで使用されるのと同様の他の弱化線を含むものとし
て理解されるべきである。
【００１４】
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　図３に示されるように、同じリストバンド２０４はフォーム２００の上部領域全体を占
めるが、ラベル領域２１８の異なる実施形態が示されている。ダイカット２２４はラベル
領域２１８の周囲に広がり、上縁２２６と下縁２２８とはそれらに沿って離間した一連の
切り目２３０の組を有する。リストバンド２０４を切り離す時に、ラベル領域は上縁２２
６の１つの切り目２３０から下縁２２８の他方の切り目まで都合良く引きちぎられて、任
意の所望の長さのラベル、さまざまなサイズの複数のラベルなどのサイズにすることがで
きる。実際に、幾分不便ではあるが、使用者は１つの切り目から第１の切り目からオフセ
ットした位置の別の切り目までひきちぎって、斜め端部のラベルを作成することができる
。さらに、所望の配置の切り目の組が設けられて、予め指定されたラベルの長さまたはデ
ザインにすることも可能である。切り目はほぼ曲線的なＶ字型形状として描かれているが
、上縁および下縁に沿った弱化点を作成する要求に合わせて他の形状も都合良く使用され
る。
【００１５】
　好適な実施形態では、感熱式一体フォームの本発明は公称２インチ幅または高さを有す
るとして示されているが、それより広い意味で本発明はその他の新規な特許性のある特徴
を考えると、そのように限定されるものと見なされるべきではない。
【００１６】
　本発明の主要な利点および特徴を本明細書内では好適な実施形態で説明してきたが、当
業者は本開示の教示に基づいて本発明に対する変形や変更が容易に判断できるし、そのよ
うな変形や変更は本発明の一部として見なされるべきである。例えば、好適な実施形態は
、リストバンドとラベルとの間をほぼ等しく分割した公称２インチ幅を有するのが好まし
いと説明されているが、請求項で説明される場合を除いて、正確または限定的な寸法を目
的とするものではなく、感熱式プリンタによって印刷可能な十分な全体サイズにすること
のみを目的とするものである。開示された材料が好ましいが、他の材料も使用可能である
。保護被膜または保護層は、本発明の概念の精神から逸脱せずに、フォームに追加され得
る。したがって、本発明は、添付の請求項の範囲および請求項の法的等価性によってのみ
制限されるものである。
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